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民児協すいた第108号
吹田市民生・児童委員協議会

親子で
 遊ぼう

地域福祉市民フォーラム

全体研修

あの地区、この地区

明石市民児協
 との情報交換

新任紹介

発行責任者・木田正章／編集責任・広報部会
吹田市泉町1丁目3－40
吹田市役所福祉総務室内

管外研修

主任児童委員制度
 30周年

民 声
山手地区は阪急豊津駅の北東方向

に広がり、60年ほど前に開発が始まっ
たちょっと古いけど新しい住宅地域です。

いわゆる「地の人」はおられないので、何代
にもわたる繋がりが無く、そのことがいろいろ

な活動に影響していると思っています。
　先日、地域の方に「民生児童委員です」と名乗
ると『？』と返されたので、「民生委員です」とい
うと納得されました。私たちは民生・児童委員って
知られていると思いがちですが、まだまだやなと実
感しています。
　地区定例会では進行に工夫し、14人の委員同士が
お互いの経験や考えていることを率直に出しあい、
正解だけを求めるのではなく、共に考えていくこ
とを大切に進めています。

山手地区　詫間　隆
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代表　上野　義雄

平
成
６
年
１
月
１
日
、
主
任

児
童
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
、

全
国
で
１
万
４
０
０
０
人
余
の

委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
主

任
」
と
は
、
児
童
福
祉
に
関
す

る
課
題
を
主
に
担
当
す
る
民

生
・
児
童
委
員
と
い
う
意
味
で

す
。
吹
田
市
で
は
３
人
の
委
員

が
委
嘱
さ
れ
、
市
や
児
童
相
談

所
、
学
校
や
保
育
園
な
ど
子
ど

も
に
関
わ
る
機
関
と
の
連
携
・

協
力
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。現

在
は
市
内
36
小
学
校
区
に

１
人
の
委
員
で
す
の
で
校
区
内

の
子
ど
も
に
対
応
す
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
当
時
は
３
人
で
吹

田
市
全
域
の
子
ど
も
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
民
生
・
児
童

委
員
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
手

探
り
の
状
態
で
活
動
す
る
と
い

う
大
変
な
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。

創
設
以
降
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
多
様
化
し
、
主

任
児
童
委
員
の
役
割
が
重
要
視

さ
れ
る
中
、
平
成
19
年
12
月
、

大
阪
府
が
全
国
に
先
駆
け
て
各

小
学
校
区
に
１
人
の
主
任
児
童

委
員
を
配
置
す
る
よ
う
決
め
、

そ
れ
に
伴
い
吹
田
市
で
も
各
小

学
校
区
に
１
人
の
主
任
児
童
委

員
を
一
斉
改
選
と
相
ま
っ
て
定

数
を
改
正
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
小
学
校
区
内
で
の
活

動
と
な
り
、
学
校
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
年
、
４

カ
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
家
庭

の
全
戸
訪
問
事
業
（
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）
…
の
ち
の

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
（
吹

田
市
で
は
子
ど
も
見
守
り
家
庭

訪
問
と
い
う
）
を
民
生
・
児
童

委
員
が
担
う
こ
と
と
な
り
、
そ

の
中
心
に
主
任
児
童
委
員
が
関

わ
る
こ
と
で
協
議
会
の
中
で
も

そ
の
役
割
は
重
要
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
で
は
、
主
任
児

童
委
員
の
活
動
の
現
状
な
ど
を

整
理
し
今
後
の
活
動
の
充
実
を

図
る
目
的
で
、「
主
任
児
童
委

員
の
制
度
・
活
動
の
在
り
方
検

討
作
業
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
吹
田
に
お
い
て
も
、

吹
田
な
ら
で
は
の
主
任
児
童
委

員
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
先
の
子
ど
も
見

守
り
家
庭
訪
問
も
そ
の
一
つ
で

す
が
、
今
年
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
一
部
の
地
区
で
は
慣

例
と
な
っ
て
い
た
小
学
校
の
入

学
説
明
会
に
、
身
近
な
子
育
て

な
ど
の
相
談
相
手
と
し
て
、
ま

た
主
任
児
童
委
員
や
民
生
・
児

童
委
員
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的

で
、
吹
田
市
の
主
任
児
童
委
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
小
学
校
の

説
明
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

一
目
で
主
任
児
童
委
員
の
役

割
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
チ
ラ
シ
も
作
成
し
、
新
一

年
生
の
保
護
者
や
学
校
関
係
者

に
配
布
し
ま
し
た
。

入学説明会にて

ま
た
、
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
駆
使
し
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
主
任
児
童
委

員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
し
、

会
議
資
料
や
会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
閲
覧
、
地
域
の
相
談
事
や

自
身
の
悩
み
な
ど
を
共
有
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

は
何
か
？
を
子
ど
も
た
ち
自
身

に
聴
き
な
が
ら
、
地
域
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
常
に
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
学
び
、

実
践
す
る
こ
と
を
主
任
児
童
委

員
の
課
題
と
と
ら
え
、
心
が
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
小
学
校
区
全
部
を

担
当
し
て
い
る
主
任
児
童
委
員

だ
け
で
は
個
々
の
子
ど
も
の
状

況
を
把
握
で
き
な
い
の
で
、
地

域
担
当
の
民
生
・
児
童
委
員
の

み
な
さ
ま
と
し
っ
か
り
連
携
し

な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
一
番

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

で
子
ど
も
た
ち
の
躍
動
す
る
姿

を
見
守
る
た
め
に
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

上
野　

義
雄主任児童委員PRチラシ（表・裏）
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関西大学児童文化研究サークル「あかとんぼ」による紙芝居と人形劇を初開催し
ました。
コロナ禍もあり約 3 年振りの「親子で遊ぼう」の活動。事前申し込み制で行い、

当日は朝から雨が降りとても寒い日だったこともあり数組キャンセルもありましたが、
2 歳から小学 3 年生までの24家族計61人（当日参加の 4 組含む）が来場して
くれました。
受付では、民生・児童委員の活動パネルを展示し、主任児童委員の活動案

内や児童虐待防止PRグッズを配布しました。
あかとんぼさんの素晴らしい技術力で、小さな子どもたちも飽きることな

く物語の世界観に一気に引き込まれていました。
劇中では妖怪役のお兄さん、お姉さんから

の問いかけにみんなで返答する場面もあり、
参加型の演出に会場は盛り上がりました。
気が付けばもう終わり‥あっという間の楽しい時間でした。
「楽しかったよ！」の声もあり、久しぶりに子どもたちの元気な笑顔を見る
ことができた活動となりました。
様々な準備にご尽力いただいたみなさま、ありがとうございました。
� 岡田由紀子

体操が始まる前から、鬼が出て来るので
は？と警戒して、お母さんから離れない子も
いましたが、体操が始まると、お父さんやお
母さんと手を繋いだりおんぶされたりして皆
楽しんでいました。
鬼の面作りでは、紙皿に思い思いに毛糸やシールで飾り付け、個性豊かな

お面ができ上がりました。
最後にメインイベントの豆まきが始まり、鬼の登場とともに、子どもたち

の歓声が上がり、新聞紙を丸めた豆を鬼にぶつけて鬼退治をしました。
最初は、こわごわと豆を投げていた子もみんなと一緒に楽しそうに豆を鬼

にぶつけていました。
お片づけをしている時に子どもたちへ何が一番楽しかったのかを聞いてみ

ると「豆まきが楽しかった♪」「鬼に豆をぶつ
けたこと」「お面を作ったこと」「体操が一番楽
しかった」などの答えが返ってきて、どの
コーナーも楽しかったようです。取材をして
いた私たちも一緒に体を動かし子どもたちの
かわいい姿に癒されました。� （増谷・武田）

親子で遊ぼう
2／3日（土）
千里山コミュニティセンター

11／18日（土）
メイシアター　小ホール

紙芝居
人形劇

親子体操
鬼のお面づくり

豆まき
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令
和
令
和
55
年
度
　

年
度
　
管管  

外外  

研研  

修修

研
修
福
祉
部
会

11
月
16
日（
木
）22
人
に
て
北

淡
震
災
記
念
公
園
へ
見
学
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
先
は
、
私
自
身

は
２
回
目
で
、
前
回
聞
い
た
語

り
部
の
方
か
ら
は
「
う
ち
の
地

域
で
は
、
地
震
で
亡
く
な
っ
た

方
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
印

象
的
な
お
話
で
し
た
。
今
回
は

私
た
ち
が
民
生
・
児
童
委
員
と

い
う
こ
と
で
、
昔
民
生
委
員

だ
っ
た
方
の
お
話
で
し
た
。

当
時
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
い

て
海
上
で
地
震
を
体
験
し
た
こ

と
や
、
そ
れ
ま
で
淡
路
島
で
地

震
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
何
が
起
き
た
か
し
ば
ら

く
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

時
間
が
経
っ
て
家
屋
の
倒
壊
で

村
民
が
小
学
校
へ
避
難
し
て
来

た
け
ど
ト
イ
レ
が
５
つ
し
か
な

く
、
現
在
の
よ
う
な
水
洗
式
で

は
な
か
っ
た
の
で
ま
た
た
く
間

に
糞
尿
で
溢
れ
か
え
っ
た
こ
と
、

当
時
民
生
委
員
は
５
人
（
男
性

４
人
女
性
１
人
）
だ
っ
た
の
で

配
給
品
が
届
く
ま
で
の
３
日
間

は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

お
話
の
後
は
、
野
島
断
層
保

存
館
を
見
学
し
、
倒
壊
し
な

か
っ
た
民
家
の
中
を
見
て
震
災

時
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
委
員
の
数
も
増
え
、
防
災

に
関
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
演

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
管
外
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

�

石
黒　

美
幸

児 

童 

部 

会

11
月
24
日（
金
）に
児
童
部
会

19
人
で
管
外
研
修
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

午
前
中
に
堺
市
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
を
施
設
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
昨
年
4
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
防
災
体
験
学
習

施
設
で
、
敷
地
内
に
は
消
防
士

の
訓
練
施
設
も
併
設
さ
れ
て
お

り
広
い
敷
地
の
施
設
で
し
た
。

私
た
ち
の
体
験
と
見
学
は
、

Ａ
と
Ｂ
の
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
「
地
震
体
験
」「
消

火
体
験
」「
煙
・
暗
闇
避
難
体

験
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「

地
震
体
験
」
で
は
事
前
に

映
像
を
見
て
災
害
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
機
会
が
あ
り
、
建
物
が
倒

れ
て
の
火
災
の
発
生
場
面
や
津

波
の
予
想
図
な
ど
も
放
映
さ
れ
、

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
の
恐
ろ
し
さ
が
甦
っ
て
き

ま
し
た
。

自
然
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
時
に

は
危
機
感
や
不
安
感
も
増
し
て

き
ま
す
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ

意
識
が
薄
れ
て
き
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
、
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

て
命
を
守
る
行
動
を
ど
う
と
る

の
か
を
常
日
頃
か
ら
準
備
し
て

お
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
施
設
体
験
見
学
は
、

い
つ
災
害
が
起
き
て
も
パ
ニ
ッ

ク
に
な
ら
ず
、
知
り
得
た
知
識

を
冷
静
に
活
か
せ
る
よ
う
な

日
々
の
過
ご
し
方
を
再
確
認
さ

せ
ら
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

�

原
田　

春
美

北淡震災記念公園にて

堺市総合防災センター入口にて
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広 

報 

部 

会

11
月
30
日（
木
）部
員
19
人
は

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
と
共

に
災
害
（
内
・
外
水
氾
濫
）
を

防
ぐ
重
要
な
仕
事
を
行
っ
て
い

る
吹
田
市
下
水
道
部
に
よ
る
下

水
道
の
役
割
・
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
・
降
雨
情
報
の
見
方
・

浸
水
対
策
な
ど
の
座
学
を
受
け

た
後
に
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

座
学
で
印
象
に
残
っ
た
の
は

下
水
の
概
念
で
「
生
活
も
し
く

は
事
業
に
起
因
、
付
随
す
る
排

水
で
雨
水
も
含
ま
れ
る
」
と
の

こ
と
。

下
水
道
の
役
割
は
「
下
水
を

排
水
ま
た
は
処
理
す
る
た
め
の

配
管
ま
た
は
雨
水
を
流
す
配

管
」
で
施
設
ま
で
運
ぶ
設
備
で

あ
る
。

雨
水
管
と
汚
水
管
を
併
せ
て

下
水
管
と
い
う
。

下
水
道
に
起
因
す
る
浸
水
と

河
川
に
起
因
す
る
浸
水
が
あ
り
、

河
川
の
水
位
が
上
が
り
堤
防
決

壊
は
洪
水
で
外
水
氾
濫
と
定
義

さ
れ
、
下
水
道
の
排
水
能
力
以

上
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
は
内
水

氾
濫
と
の
こ
と
。

安
威
川
や
神
崎
川
の
大
規
模

河
川
は
長
雨
に
弱
く
、
長
時
間

に
わ
た
っ
て
雨
が
続
く
と
水
位

は
上
が
り
出
し
な
か
な
か
下
が

ら
な
い
。

他
方
山
田
川
、
正
雀
川
、
上

の
川
な
ど
の
小
規
模
河
川
は
集

中
豪
雨
に
弱
く
短
時
間
の
強
い

雨
で
水
位
が
急
上
昇
す
る
。

ま
た
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
聞

く
「
1
時
間
の
降
水
量
が
80
㎜

を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
予
想
」

は
内
水
氾
濫
の
危
険
性
が
大
と

な
る
。

一
方
「
降
り
始
め
か
ら
72
時

間
の
総
雨
量
が
500
㎜
に
達
す
る

見
込
み
」
は
外
水
氾
濫
の
危
険

性
が
あ
る
。

内
水
氾
濫
は
垂
直
避
難
が
重

要
で
家
で
高
い
と
こ
ろ
に
居
れ

ば
命
は
守
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

吹
田
市
で
は
内
水
氾
濫
対
策

と
し
て
雨
水
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
整

備
事
業
片
山
・
中
の
島
工
区
を

平
成
28
年
度
よ
り
令
和
5
年
度

末
ま
で
8
年
間
と
い
う
長
期
間

の
工
事
を
進
め
完
成
に
近
づ
い

て
い
る
。

こ
れ
は
50
㎜
の
大
雨
が
1
時

間
続
く
と
し
た
設
定
の
基
、
下

水
管
が
満
水
に
な
ら
な
い
よ
う

片
山
地
区
～
中
の
島
公
園
間
、

新
に
設
置
の
高
落
差
マ
ン
ホ
ー

ル
か
ら
雨
水
貯
留
管
に
既
下
水

管
を
接
続
し
て
新
設
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
管
に
雨
水
を
流
し
込
み

一
時
的
に
貯
留
す
る
設
備
と

な
っ
て
い
る
。

施
設
見
学
は
千
里
山
東
公
園

の
地
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
上

の
川
調
節
池
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

軍
手
を
装
着
し
て
安
全
確
保
の

う
え
入
っ
た
。

内
部
は
換
気
扇
が
運
転
さ
れ

酸
欠
や
硫
化
水
素
に
よ
る
事
故

も
未
然
に
防
止
さ
れ
て
い
て
安

心
し
て
入
れ
た
。

本
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
貯
水
量
は
９
１
０
０
㎥
、

平
成
14
年
に
完
成
。

工
事
は
一
級
河
川
（
上
の

川
）
で
大
阪
府
が
行
い
、
稼
働

後
に
数
回
満
水
と
な
り
こ
の
調

節
池
の
活
躍
が
上
の
川
の
洪
水

被
害
抑
制
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
が
伺
え
た
。

昼
食
後
、
市
役
所
に
帰
り
災

害
を
予
想
し
て
緊
急
態
勢
を
行

う
危
機
管
理
室
の
風
水
害
・
日

頃
の
備
え
・
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
作
成
講
義
を
受
け
研
修
を

終
了
し
た
。

本
研
修
に
対
応
し
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
市
職
員
の
み
な
さ

ん
、
そ
し
て
茨
木
土
木
事
務
所

府
職
員
の
方
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

研
修
で
得
た
知
識
は
民
生
・

児
童
委
員
活
動
に
生
か
せ
る
よ

う
に
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
堀
江
・
菱
川
）

研修前座学を受けました

地下に巨大な構造物が…

上の川調節池の見学を終えて
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地
域
福
祉
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

千
里
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て

2
月
10
日（
土
）

生
活
福
祉
室
宮
崎
さ
ん
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
誰
も

が
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
に
（
権
利
擁
護
）

支
援
す
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
」
の

テ
ー
マ
で
明
石
隆
行
さ
ん
（
吹

田
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

体
制
整
備
検
討
会
議
委
員
長
）

に
よ
る
基
調
講
演
が
始
ま
っ
た
。

認
知
症
の
人
が
年
々
増
加
し

て
い
く
な
か
、
気
に
な
る
権
利

擁
護
制
度
に
は
成
年
後
見
制
度

と
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
等

が
あ
る
。
後
見
制
度
に
は
「
任

意
後
見
」
と
「
法
定
後
見
」
が

あ
る
。

・
成
年
後
見
人
制
度
の
理
念
は

①
自
己
決
定
の
尊
重

②
身
上
保
護
の
重
視

③
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
に
は
「
市
民
後
見
人
制
度
の

構
築
を
定
着
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

後
半
の
活
動
報
告
で
は
、

・
大
阪
よ
ど
が
わ
市
民
生
活
協

同
組
合
・
馬
場
德
二
郎
さ
ん
か

ら
日
ご
ろ
の
配
達
を
通
じ
て
気

が
付
い
た
地
域
と
住
民
の
関
わ

り
を
。

・
い
つ
き
相
談
・
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー　

い
つ
き
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
相
談
専
門
委
員
、
二
田
有
樹

さ
ん
か
ら
総
合
的
な
支
援
で
支

え
る
当
事
者
の
生
活
に
つ
い
て
。

・
吹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
Ｃ

Ｓ
Ｗ
の
夏
目
茜
さ
ん
か
ら
多
職

種
、
多
機
関
連
携
に
よ
る
権
利

擁
護
に
つ
い
て
、
特
に
そ
れ
ぞ

れ
の
支
援
者
が
少
し
だ
け
は
み

出
し
て
支
援
し
て
い
く
、
人
と

人
を
つ
な
ぐ
隙
間
を
埋
め
て
い

く
、
こ
れ
が
重
要
だ
と
。

最
後
は
吹
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
櫻
井
和
子
会
長
の
挨
拶
で

閉
会
し
た
。

�

（
橋
本
・
石
井
）

全
体
研
修

メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
て

2
月
23
日（
金
）

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
み
え
た
地

域
福
祉
活
動
」
と
題
し
、
ふ
く

し
と
教
育
の
実
践
研
究
所
Ｓ
Ｏ

Ｌ
Ａ
の
新
崎
国
広
氏
の
講
演
が

あ
っ
た
。

解
決
の
鍵
は
『
温
故
知
新
』！

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
動
画
配
信
な
ど
、
新
し

い
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
、
孤
立
死
、
ひ
き
こ
も
り
、

児
童
虐
待
、
子
ど
も
の
貧
困
率

の
増
加
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
社
会
的

孤
立
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、

令
和
２
年
の
社
会
福
祉
法
改
正

に
よ
り
「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」
が
創
設
さ
れ
た
。

法
律
改
正
の
大
き
な
目
的
は
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
む
け

て
、
す
べ
て
の
人
々
が
住
み
慣

れ
た
地
域
の
中
で
笑
顔
に
な
る

た
め
に
、
多
職
種
連
携
（
縦
割

り
を
や
め
て
い
く
こ
と
）
や
、

専
門
職
だ
け
で
な
く
地
域
の
人

た
ち
と
協
働
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
、
民
生
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
が
発
見
し
た
課
題

を
専
門
職
が
迅
速
に
対
応
す
る

仕
組
み
を
少
し
ず
つ
整
え
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
。

民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
の
大
切
な
役
割
と
し
て

は
、
発
見
力
・
相
談
支
援
・
情

報
提
供
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
見

守
り
力
な
ど
が
あ
る
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
（
解
決
は

求
め
ず
に
行
政
や
社
協
に
積
極

的
に
意
見
具
申
す
る
こ
と
）
を

心
が
け
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め

に
も
日
頃
か
ら
行
政
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
の
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
あ

る
。ま

た
“
お
節
介
”
と
は
「
節

度
の
あ
る
介
（
な
か
だ
ち
）」

で
あ
り
予
防
的
支
援
に
な
る
と

の
こ
と
。「
話
し
上
手
・
聴
き

上
手
」
と
な
り
、
困
っ
た
時
に

は
決
し
て
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

リ
ー
ダ
ー
、
社
協
、
行
政
に
声

を
か
け
、「
助
け
上
手
・
助
け

ら
れ
上
手
」
に
な
り
、
地
域
の

笑
顔
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

�

（
戸
田
・
橘
）
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有
意
義
だ
っ
た
明
石
市
と
の
情
報
交
換
会

有
意
義
だ
っ
た
明
石
市
と
の
情
報
交
換
会

��

（
明
石
市
民
児
協
と
の
情
報
交
換
会
）

（
明
石
市
民
児
協
と
の
情
報
交
換
会
）

あ
の
あ
の
地
区
地
区
――

��

――
こ
の
こ
の
地
区
地
区

山
二
地
区
民
生
・
児
童
委
員

協
議
会
は
（
山
二
・
南
山
田
・

東
山
田
）
か
ら
な
る
協
議
会
で

す
。
各
地
区
の
特
徴
や
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
15
日
に
明
石
市
民
生
児

童
委
員
協
議
会
（
明
石
市
民
児

協
）
と
の
情
報
交
換
会
を
吹
田

市
北
千
里
地
区
公
民
館
に
て
行

い
ま
し
た
。
明
石
市
民
児
協
は
、

13
地
区
民
児
協
（
385
人
）
と
主

任
児
童
委
員
部
会
（
29
人
）
の

414
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
①
委
員
活
動
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
②
民
生
・
児
童
委
員

の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
、
③

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。明

石
市
で
は
市
長
と
民
児
協

会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
民

生
・
児
童
協
力
委
員
」
が
各
地

区
で
2
人
ず
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
民
生
・
児
童
委
員
に
協

力
し
て
地
域
の
福
祉
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
な

状
況
確
認
（
証
明
）
事
務
の
見

直
し
で
約
十
分
の
一
の
200
件
に

減
少
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

敬
老
見
守
り
訪
問
と
し
て
９
月

に
敬
老
金
贈
呈
（
77
、
88
、
100

歳
）
を
委
託
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

当
市
か
ら
は
担
当
世
帯
数
の

是
正
、
活
動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
研

修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
負
担
軽
減
と
認
知
度

の
向
上
で
担
い
手
確
保
に
繋
げ

る
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

市
か
ら
提
供
さ
れ
た
高
齢
者
名

簿
、
民
児
協
独
自
の
「
安
心
安

全
カ
ー
ド
」
を
も
と
に
安
否
確

認
な
ど
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
見

守
り
と
し
て
「
子
ど
も
家
庭
訪

問
事
業
」
に
協
力
し
て
い
る
こ

と
も
紹
介
し
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
取
り
組
み
方

は
多
少
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て

い
け
る
有
意
義
な
情
報
交
換
会

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

木
田　

正
章

山山  

二二  

地地  

区区

地
区
の
自
治
組
織
は
千
里
丘

連
合
町
会
と
言
い
ま
す
。
町
会

と
各
組
織
団
体
と
は
非
常
に
つ

な
が
り
が
強
い
地
区
で
す
。

特
に
山
二
地
区
防
災
対
策
委

員
会
は
、
連
合
町
会
を
軸
に
民

生
・
児
童
委
員
会
、
福
祉
委
員

会
、
青
少
年
対
策
委
員
会
、
体

育
振
興
会
な
ど
の
諸
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
訓
練

で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿

記
載
の
方
も
参
加
し
、
民
生
・

児
童
委
員
が
率
先
し
て
支
援
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

南
山
田
地
区

南
山
田
地
区

祭
り
、
体
育
祭
、
敬
老
行
事

な
ど
の
地
区
の
行
事
は
、
民
生
・

児
童
委
員
や
福
祉
委
員
だ
け
で

な
く
各
種
団
体
が
協
力
し
あ
っ

て
実
施
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
も
防
犯

委
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
教
師
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
チ
ー
ム
で
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
高

く
評
価
さ
れ
、
市
・
府
・
文
科

省
か
ら
も
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

東
山
田
地
区

東
山
田
地
区

東
山
田
地
区
は
、
万
博
記
念

公
園
が
近
く
に
あ
り
、
太
陽
の

塔
や
日
本
一
の
大
観
覧
車
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
化
率
は
吹
田
市
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
が
、
築
40
年
以
上
の

集
合
住
宅
の
高
齢
化
率
は
か
な

り
高
く
、
一
人
暮
ら
し
の
方
も

多
く
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
民
生
・
児
童
委
員
は
、

福
祉
委
員
と
協
力
し
、
定
期
的

に
見
守
り
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て

自
治
会
と
交
流
も
始
め
ま
し
た
。

防
災
に
つ
い
て
は
連
合
自
治

会
、
自
主
防
災
、
民
生
・
児
童

委
員
会
で
三
団
体
準
備
会
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。�

（
後
藤
）

定例会は41人大集合

長野西･長野・尺谷の
3公園も仲良く隣接

東山田より
万博記念公園を望む
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藤白台地区
河内　吉人

山一地区
辻本由紀子

吹六地区
大友加代子

吹三地区
澤井惠美子

吹三地区
葛野ひとみ

山一地区
福田　立子

南千里Ⅱ地区
谷本さかえ

千一地区
濵口　克子

豊津地区
馬場多佳子

千一地区
池上　和良

片山地区
坂本千奈美

南千里Ⅱ地区
野上　洋乃

南千里Ⅱ地区
木下　香奈

豊津地区
黒田　史子

豊津地区
原　美津代

令
和
令
和
55
年年
1212
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新 任 委 員 紹 介

令和6年能登半島地震を受け、民児協バザーの売上残金

546,944円を全国民生委員児童委員連合会　被災地民児協

支援募金に寄付しました。

被災された方々に心からお見舞い申し上げます。

柔らかな春風に心華やぐ季節となりました。
民生・児童委員の活動も活発になり、他市との情報交換会、親子での触れ合い

の場、全体研修などを企画実施し、各部会の管外研修では委員の交流を深めつつ楽しく勉強がで
きました。
全体研修では講師の方が「お節介」をして笑顔のあふれる地域作りが大切と言われた通り、帰

りの電車で居合わせた赤ちゃん連れのお母さんにみんなで話しかけ、即実践してしまいました。
５月には、恒例の「夢のファミリーフェスタ」が開催されますので、どうぞご家族揃ってお出

かけ下さい。民生・児童委員一同お待ちしております。� （武田）
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